★★対イラク戦争？ブッシュ米戦略と日本の対応★★
２００３年０２月
朝日新聞・佐々木芳隆

１．ブッシュ米政権による安保環境イメージ
　　ａ）力の信奉
　　　　米国の先端技術優勢は揺るがない（唯一の軍事超大国であり続ける）
　　ｂ）大西洋・欧州正面では今後２０～３０年は大戦争なし
　　　　統一ドイツの強国化に留意、しかしロシアの影響力後退は続く
　　　　英国との同盟関係を踏まえ、ＮＡＴＯを拡大。ＥＵの自立傾向には警戒心
　　ｃ）太平洋・アジア正面は不透明
　　　　朝鮮半島、台湾海峡、インド亜大陸、インドネシアに火種
　　　　中国の台頭（将来の競争相手に）
　　　　日米安保を要石に関与と対中抑止を有利に。同時に日本の覇権国化を抑える
　　ｄ）脅威の変化
　　　　０２年一般教書演説「Ａｘｉｓ　ｏｆ　ｅｖｉｌ」（イラク、イラン、北朝鮮）
　　　　加えてリビア、シリア、スーダン、インド、パキスタン（０３年ＣＩＡ報告）
　　　　テロ集団（超国民国家）と大量破壊兵器（ＷＭＤ）の結合
　　ｅ）石油権益に着目
　　　　中東に親米政権を維持、次は中央アジア

２．一国超大国主義（Ｕｎｉｌａｔｅｒａｌｉｓｍ）
　　ａ）２００１年５月のブッシュ演説
　　　　国防大学演説（２００１年５月１日）
　　　　　「差し迫った脅威は無責任国の少数のミサイル」
　　　　　「ミサイル防衛による新しい抑止の概念」
　　　　海軍兵学校卒業式演説（２００１年５月２５日）
　　　　　「戦争テクノロジーの革命的な進歩を体現する軍隊を築くことを公約する」
　　　　ライス国家安全保障担当補佐官「コペルニクス的転回」
　　ｂ）９・１１テロとアフガン戦争
　　ｃ）弾道弾迎撃ミサイル（ＡＢＭ）制限条約の破棄
　　ｄ）核態勢見直し（Ｎｕｃｌｅａｒ　Ｐｏｓｔｕｒｅ　Ｒｅｖｉｅｗ）
　　　　Ｔｈｒｅａｔ－ｂａｓｅｄ　⇒　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｉｅｓ　ｂａｓｅｄ　
　　　　新戦略３本柱
　　　　核弾頭削減（６０００→３８００→１７００～２２００）
　　　　核実験再開の可能性に含み
　　　　核兵器使用の緊急事態計画の立案
　　　　対象７カ国（中国、ロシア、イラク、北朝鮮、イラン、リビア、シリア）
　　　　戦場で使用可能な小核兵器の製造
　　　　アラブ・イスラエル危機における核使用についての将来の可能性に備える
　　ｅ）国家安保戦略（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ｓｔｒａｔｅｇｙ）
　　　　冷戦の勝者として、米国は突出した軍事力と偉大な経済的、政治的影響力を誇る
　　　　ＷＭＤを開発する敵対国やテロ集団に先制攻撃
　　ｆ）既存の国際法体系や複雑な中東情勢（パレスチナ・イスラエルなど）との関係
　　　　カーター元大統領のノーベル賞受賞演説（０２年１２月）
　　　　ハース米国務省政策立案部長の「主権ーー権利と責任」講演（０３年１月）
　　　　スコウクロフト元大統領補佐官の新聞寄稿（０２年８月）

３．対イラク戦争？

４．中国の対応
　　ａ）平和な台頭と主張
　　　　「世界の工場というより、世界の商品のアブソーバーになりたい」
　　　　「台湾情勢に手を出さない限り、米前方展開を歴史的産物として反対しない」
　　ｂ）中米関係の戦略的基礎
　　　　反テロ、反ｒｅｃｅｓｓｉｏｎ、ＷＭＤ不拡散、反貧困
　　ｃ）台湾向けの軍事力を増強中
　　ｄ）２００８年の北京オリンピック

５．日本の対応
　　ａ）軍事革命（ＲＭＡ）を反映する新防衛計画大綱を準備中
　　ｂ）ミサイル防衛日米共同研究の次のステップ？
　　ｃ）対米追随か、日米基軸か
　　ｄ）９条を守れるか？集団的自衛権に踏み込みのか？
　　ｅ）アーミテージ米国務副長官の１２月訪日とイラク戦後復興計画の対日提示

６．朝鮮半島
　　ａ）北朝鮮の核やミサイル問題、拉致問題
　　ｂ）南北和解、国交正常化のための米朝交渉、日朝交渉（日本人拉致問題）
　　ｃ）朝鮮半島エネルギー開発機構（ＫＥＤＯ）の今後

７．北東アジアの多国間地域安全保障の枠組みにどう接近するか
　　ａ）４者協議（南北朝鮮、中国、米国）＝朝鮮戦争休戦協定を平和条約に
　　ｂ）６者協議（＋日本、ロシア）＝朝鮮半島の非核化、北朝鮮の復興・開発
　　ｃ）８者協議（＋モンゴル、カナダ）
　　　　　　　　　　　　　　　　＝北太平洋（北東アジアを含む）の多国間安保機構
